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八戸藩の誕生から終焉までを見る

第
二
編
で
は
、
八
戸
藩
を
支
え
た
漁
業
や
製

鉄
業
な
ど
の
産
業
と
、
そ
れ
ら
の
産
物
を
日
本

各
地
へ
と
運
ん
だ
海
運
や
商
業
活
動
、
交
通
に

つ
い
て
も
章
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
の

基
盤
で
あ
っ
た
農
業
や
畜
産
、
城
下
町
の
成
り

立
ち
や
構
造
、
俳
諧
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
面

も
採
り
上
げ
、
人
々
の
く
ら
し
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
八
戸
の
近
世
を
語
る
上
で
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
、
飢
饉
と
安
藤
昌
益
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
章
を
設
け
て
叙
述

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
め
ば
、
八
戸
藩
の
歴
史
、
当
時
の

社
会
状
況
な
ど
、
多
く
の
テ
ー
マ
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
新
編
八
戸
市
史

通
史
編
Ⅱ

近
世
』

は
、
定
価
三
，
〇
〇
〇
円
で
、
市
内
各
書
店

や
図
書
館
市
史
編
纂
室
、
博
物
館
に
て
五
月

二
十
四
日
よ
り
発
売
し
ま
す
。
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近
世
の
通
史
編
発
刊

近
世
の
通
史
編
発
刊

こ
れ
ま
で
各
時
代
の
資
料
編
や
民
俗
編
、
地

誌
編
、
自
然
編
な
ど
計

巻
を
発
刊
し
て
き
た
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「
新
編
八
戸
市
史
」
で
す
が
、
こ
の
た
び
い
よ

い
よ
通
史
編
へ
と
入
り
ま
す
。
初
め
に
送
り
出

す
『
通
史
編
Ⅱ

近
世
』
は
、
八
戸
藩
の
時
代

と
な
る
江
戸
時
代
が
対
象
で
す
。

通
史
編
で
は
、
本
の
装
丁
を
こ
れ
ま
で
の
資

料
編
か
ら
変
え
、
手
に
取
り
や
す
い
Ａ
５
版
の

ソ
フ
ト
カ
バ
ー
に
し
、
カ
ラ
ー
印
刷
に
よ
る
鮮

や
か
な
写
真
や
図
版
を
ち
り
ば
め
た
、
親
し
み

や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
巻
の
構
成
は
、
藩
政
の
歴
史
を
時
代
に
沿

っ
て
見
て
い
く
第
一
編
と
、
藩
内
の
産
業
や
経

済
、
文
化
な
ど
人
々
の
く
ら
し
に
関
わ
る
分
野

を
採
り
上
げ
た
第
二
編
の
、
大
き
く
二
つ
の
編

に
別
れ
て
お
り
、
自
分
の
知
り
た
い
事
柄
や
出

来
事
に
、
簡
単
に
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
編
で
は
、
八
戸
藩
の
誕
生
か
ら
、

廃
藩
置
県
で
終
わ
り
を
迎
え
る
ま
で
の
約
二
〇

〇
年
間
を
、
飢
饉
や
財
政
難
、
幕
府
と
の
関
わ

り
、
藩
政
改
革
と
そ
れ
に
反
抗
す
る
百
姓
一
揆
、

幕
末
動
乱
期
の
八
戸
藩
の
動
き
な
ど
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
、
詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
。

『新編八戸市史

通史編Ⅱ 近世』

Ａ５版、595ページ、

全編カラー印刷、

和暦西暦対照表付

属

市
史
講
座
開
催

市
史
編
纂
室
で
は
、
『
通
史
編

Ⅱ
』
の
発
刊
を
記
念
し
、
市
史
編

纂
事
業
の
成
果
を
広
く
市
民
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
と
し

て
、
「
市
史
講
座
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
今
年
度
は
近
世
編
と
し

て
、
『
通
史
編
Ⅱ
』
の
執
筆
に
携

わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
講
師
と
し
て

迎
え
、
藩
政
時
代
の
様
々
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
も
交

え
な
が
ら
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
元
近
世
部
会
長

の
斎
藤
潔
さ
ん
を
講
師
に
、
六
月

十
五
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら
十

二
時
ま
で
、
市
立
図
書
館
二
階
集

会
室
に
て
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は
「
八
戸
藩
の
鉄
山
と
た
た
ら
製

鉄
」
で
す
。

以
降
毎
月
一
回
、
来
年
三
月
ま

で
全
十
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
、
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
通
年
の
予
定
表
は
裏
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）

裏面クイズの解答

(１)Ｂ

(２)Ｄ

詳しくは、通史編

内に関連する記述

がありますので、

ぜひご覧くださ

い。



部会短信
（平成２４年度下半期）

（第２回以降は現時点での予定です）市史講座予定表

****************************************************八戸近世クイズ(答えは表面にあります)
(１)二代藩主の南部直政が、将軍の徳川綱吉から特別に賜 （２) 八戸藩の江戸屋敷跡の近くにある、現在の有名スポ
ったとされるものは？ ットは？

Ａ.朝鮮の屏風 Ｂ.オランダの鏡 Ｃ.お犬様の首輪 Ａ.東京ドーム Ｂ.上野公園

Ｄ.清の陶磁器 Ｅ.ポルトガルのグラス Ｃ.東京スカイツリー Ｄ.六本木ヒルズ

原始・古代・中世部会
20 24当部会では平成 年度の 考古資料編 以来となる 中世資料編 の印刷・編集作業を平成『 』 『 』

年度から行っています。古文書だけではなく棟札や石碑など多種多様な資料を年代順に並べた
資料集と、系図・由緒書や古文書の写真などを収録します。これまで刊行された新編八戸市史
のなかでページ数がもっとも多くなるので、編集作業にもかなりの時間がかかっています。
さらに平成 年度には、集大成となる『通史編Ⅰ 原始・古代・中世』の刊行も予定されて25

おり、２～３ヶ月に１回程度だった執筆者会議も毎月１～２回のペースで開催するなど、目が
回るような忙しさとなっています。市史刊行の最終年度を有終の美で飾るために全力投球でが
んばります。

近 世 部 会
年度の近世部会は 『通史編Ⅱ 近世』の発刊に向けた校正作業と、掲載写真の収集や撮24 、

影に邁進してきました 「新編八戸市史」としては初めての通史編であり、また、これまでのＢ。
５版から、Ａ５版という一回り小さいサイズになったため、資料編とは違った編集の難しさが
ありました。読みやすさへの配慮はもちろんですが、できるだけ読者の理解やイメージの助け
になるような、写真・図版の配置を心がけました。これまでの部会活動の集大成になりますの
で、より多くの方に手に取っていただければ幸いです。
近世部会は 年度末をもって全ての刊行を終え、解散となりましたが、今後は市史講座を開24

催し、成果の普及に努めていきます。

演題（仮題）

第１回 ６月１５日（土）
午前１０時から
１２時まで

八戸藩の鉄山とたたら製鉄 斎藤　潔 八戸市史編纂室嘱託員

第２回 ７月２０日（土）
午前１０時から
１２時まで

近世八戸を襲った飢饉と災害 七崎　修 八戸歴史研究会会員

第３回 ８月１７日（土）
午前１０時から
１２時まで

幕末の動乱と八戸藩 本田　伸 青森県立郷土館研究主幹

第４回 ９月１４日（土）
午後１時３０分か
ら３時３０分まで

八戸藩の参勤交代と幕府への勤め 岩淵　令治 学習院女子大学教授

第５回 １０月１９日（土）
午後１時３０分か
ら３時３０分まで

八戸藩の海運と交易 渡辺　英夫 秋田大学教授

第６回 １１月１７日（日）
午前１０時から
１２時まで

藩政改革と百姓一揆 中野渡　一耕 青森県環境政策課主幹

第７回 １２月１４日（土）
午後１時３０分か
ら３時３０分まで

農山村の生業と環境
―大豆と馬を中心に―

菊池　勇夫 宮城学院女子大学教授

第８回 １月１９日（日）
午前１０時から
１２時まで

八戸藩の宗教 藤田　俊雄 八戸市史編纂室長

第９回 ２月１５日（土）
午前１０時から
１２時まで

八戸藩の成立と初期の藩政 熊谷　隆次
八戸工業大学第二高等学校
教諭

第10回 ３月１５日（土）
午前１０時から
１２時まで

八戸の風土が生んだ安藤昌益 三浦　忠司 八戸歴史研究会会長

講師日時

近 現 代 部 会
、 、 、 。近現代部会では 資料編Ⅰ～Ⅳ 都市計画編 戦争編と計６冊の資料編の刊行を終えました

、 『 』 。現在は残る１冊 平成 年度末に刊行予定の 通史編Ⅲ 近現代 の編集作業を行っています25
年度は前年度に執筆された原稿を部会全員で目を通し、 回実施した読み合わせの中で意24 13

見を出し合いました。執筆者が 人と多いため、均整のとれた１冊の本にするのはなかなか大10
変ですが、部会一丸となって取り組んでいきたいと思います。




